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子どもの心の診療ネットワーク事業
の取り組みの紹介

実施主体：沖縄県地域保健課
実施機関：琉球病院（こども心療科）

琉球病院 こども心療科

心理療法士 我喜屋良行
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沖縄県かかりつけ医等発達障害対応力向上研修事業

National Hospital Organization RYUKYU Hospital 

子どもの心の診療ネットワーク事業とは？

＜経緯＞

発達障害、不登校、家庭問題、虐待、被災など、
子どもの心の問題の増加にともない、子どもの心
の診療の充実が求められています。

これらに対応するために、平成20年に厚生労働省
のモデル事業として「子どもの心の診療拠点病院
機構推進事業」がスタートしました。

平成23年より、さらなる事業の拡充とより良い診療
体制をつくるため「子どもの心の診療ネットワーク
事業」と名称を変え、本格的に実施されています。

2

＜資料3＞
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子どもの心の診療ネットワーク事業とは？

＜事業概要＞
「子どもの心の診療ネットワーク事業」では、都道府県・指定
都市などの地方自治体が主体となり、事業の主導的な役割を
担う拠点病院を中心に、以下のことに取り組んでいます。

①子どもの心の診療支援事業
支援機関と連携した子どもたちの心のケア

②子どもの心の診療関係者研修・育成事業
地域でのよりよい診療のため、子どもの心を専門的に診療
できる医師や専門職の育成

③普及啓発・情報提供事業
地域住民に向けた子どもの心の問題に関する正しい知識普及
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②子どもの心の診療関係者研修・育成事業

＜取組内容＞

研修などを通して子どもの心を診療できる医師や
専門職を養成。また、関係者に対しセミナーや
講習会を開催し専門知識の普及を図る

琉球病院では、以下のことに取り組んでいます

・外部講師招聘による研修会の開催

・実地研修（琉球病院での診療陪席）
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かかりつけ医等発達障害対応力向上研修会
⇒座学を通して発達障害への理解を深める

子どもの心の診療ネットワーク事業
（子どもの心の診療関係者研修・育成事業）

⇒実地研修(診療陪席)を通して実践的な学びを深める

更なる研修を
希望される方

もっと学びたい

実際の子どもの様
子を見てみたい

対応方法を体験
的に学びたい

National Hospital Organization 
RYUKYU Hospital 

実際の診察を
見てみたい

琉球病院 こども心療科の紹介
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琉球病院の紹介

• 病床数416（重症心身障がい児（者） 90床、精神 289床、医療観察 37床）

→児童の入院は、児童ユニット（4床）または、一般病棟の個室などで受入

• 難治性統合失調症（クロザピン）治療、物質使用障害
医療観察法etc…
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こども心療科について（令和6年3月現在）

＜スタッフ＞
医師 ： 常勤3名、非常勤3名

＋こどもの心の専門医研修2名
心理療法士 ： 8名（精神科一般外来、病棟兼務）

ケースワーカー ： 専従1名

＜外来診察時間＞
平日9時～17時（土日祝祭日は休診）
1週間の新規受入患者数：およそ4～5名
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注）こども心療科の初診受付は中学生まで
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こども心療科
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こども心療科における来談時の主訴

• 発達の心配
（ことばの遅れ、集団行動の困難、多動etc…）

• 社会適応の困難
（学習の遅れ、対人トラブル、不登校etc…）

• 情緒的問題
（気分の落ち込み、不眠、自傷、解離、幻覚、
ゲーム依存etc…）
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こども心療科の診察の流れ（※発達特性評価の場合）

Dr

CP

保護者・こども

Dr・保護者

CP・こども 見立ての共有

インテーク①
インテーク②

平行面接/同室面接

インテーク③
方向性の説明・同意

アセスメント
診断報告・助言
フォローアップ
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治療・支援の考え方

まずは“現在の適応”の向上
→“子ども⇔生活環境”の関係性に介入

子
ど
も

生
活
環
境

悪循環（↓）
好循環（↑）

・子どもの特性理解
（心理教育）

・関わり方や環境調整に
ついての助言

・支援に関する情報提供
・大人への“労いと労り”

↓
Point：子どもの感じ方への

共感的理解、子どもと
向き合う意欲向上

⇒子の肯定的側面への注目

・その子の考えや気持
ちへの共感的理解

・自己理解を深める
ための心理教育

・感情調節や問題解決
スキルの付与

↓
Point：自己肯定感、他者

への信頼感、自己
調整力の向上

上記対応をベースに、個別性に応じた支援を提供
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“発達の見守り”における医療の関わり

子の状態に応じた(無理のない)育ちを支えるための環境づくり
⇒身近な大人（仲間）に支えてもらえる環境づくりのお手伝い

医療機関

保護者 子ども

放デイ・相談員
（福祉）

生活環境
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学校（教育）

行政

他の医療
機関

情報提供

連携

家庭

診断、見立て
の共有

実地研修（診療陪席）のご案内
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実地研修（診療陪席）について

受講対象者：医療機関で患者の治療に携わる専門職
（例：医師、コメディカルスタッフ）

→経験・知識は問いません
（発達障害児者への対応経験がなくてもOK）

費用：無料

日時・回数：要相談

※外来診察時間内（平日9時～17時の間）であれば、陪席の
頻度や回数、時間など、可能な限りご要望に沿います
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＜お問い合わせ・お申込み先＞
琉球病院 こども心療科（心理療法士）我喜屋・知花
627-ryukyu.kodomo@mail.hosp.go.jp

mailto:627-ryukyu.kodomo@mail.hosp.go.jp

